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確 認 し よ う ！

練 習 問 題

１　次の問に答えなさい。
（１）aの３倍とbの５倍の和を，aとbを用いた式で表しなさい。

（２）国語の点数がx点，数学の点数が７０点のときの国語と数学の平均点を，xを用いた式で表しなさい。

（３）ある数を7で割ると商がaで，余りが２になります。ある数をaを用いた式で表しなさい。

（４）xｇのボールペンの重さは，１０ｇより軽い。このとき，数量の関係を不等号で表しなさい。

（５）１個a円のパンを５個と１個b円のドーナツを４個買うと代金は１０００円以下となった。
　　　この数量の関係を不等号で表しなさい。

☆いろいろな数量を文字で表すときのポイント
　（１）　和：足し算（加法）の結果　差：引き算（減法）の結果　積：かけ算（乗法）の結果　商：割り算（除法）の結果
　
　（２）　割られる数を式で表す方法

　　　 ４
３ １３
１２
１

１３C３＝４・・・・１　　１３割る３は，商が４で，あまりが１ 　ある数を３で割ると，商がaであまりが１

　　　　　　　　　これを式で表すと，　割られる数＝割る数×商＋あまり　　　ある数＝３×a＋１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３　　＝　　３　×４＋１　　　　　　ある数は，３a＋１　と表すことができる。　　　　
　
　（３）　平均点の表し方
　　　　
　　　　　（平均点を求めたい数値の合計）÷（数値の個数）　たとえば，国語：７０点，数学：x点のときの，

　　　　　　２教科の平均点は，（７０＋x）÷２だから，
７０＋x
２

と表すことができる。

　（４）　不等号の使い方

　　　　　①　○は，△より大きい（高い,重い）・・・・・○＞△　　　○は，△より小さい（安い,軽い）・・・・・○＜△
　　　　　
　　　　　②　○は，△以上・・・・・○U△　　　　○は，△以下・・・・・○T△

　　　　　　　たとえば，

（１本x円の鉛筆を３本買ったときの代金）は，（２００円）より安い

（１本x円の鉛筆を３本買ったときの代金） t （２００円）

３x t ２００　　　　
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